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Research Abstract

本研究は、臨床検査領域での精度管理⽅法として、最⼤エントロピー法を応⽤した時系列解析を⾏いサンプリングした有限⻑データ全データを⽤いた⾮線形時系列モデルの構築により、
⾮線形、⾮定常、揺らぎの性質に無関係に解析できうる仕組みを作り、包括的に管理データを解析する⽅法を確⽴し、従来、⽤いられてきたXbar管理図法やARモデルによる時系列解析と
の⽐較において、その利得を明らかにした。 
最⼤エントロピー法による精度管理データの時系列解析は、任意の設定次数によるスペクトル解析と⾮線形最⼩⼆乗法による当てはめ曲線を計算し、元データとの残差を解析することに
よって、従来、誤差と定義された成分に潜む多重周期構造や、短い期間に⼀時的に発⽣する周期構造をとらえることを可能にした。また、解析によって得られた周波数モードを個別に抽
出し、それぞれの変動要因を解明することもできた。これまでの研究によって明らかにできた臨床検査精度管理データの特徴は、次のように定義される。1)精度管理データの時系列は、
分析装置や試薬、試料の異常、⼈為的介⼊など要因を説明できる有意な変動構造である基底変動underlying variationとランダムノイズに微細な周期構造を内在させているゆらぎ
fluctuation成分によって説明できる。2)基底変動は、複数の変動要因に起因する複数の周波数モードからなる多重構造であることもある。3)個々の変動要因の周波数モードやスペクトル
パワーは、常に⼀定ではなく⼀定の範囲でゆらぎながら他の変動要因と重畳して構成されている。 
さらに、⾮線形最⼩⼆乗法による当てはめ曲線を、未来に延⻑し予測解析を⾏い、時系列内で新たに発⽣した周期構造が、将来、危機的な状況を引き起こす可能性を早期の段階で発⾒
し、対策を講じるべきか否かを決定するための情報を得ることを可能にした。
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